
◎入試に必要な公民分野の基礎知識の完成と応用力の体得

6年生の社会では、公民分野を中心に学習します。入試で頻出の日本国憲法をはじめとする政治や経済、国際
社会について体系的にインプットします。要点と映像授業で重要な事柄を理解し、確認問題やドリルを用いて
知識の定着と理解を深めます。練習問題では中学入試で必要とされる思考力や表現力を要する問題を出題
することで、応用力を身につけます。

学習例：

要点

●具体的な事例を含めたわかりやすく簡潔な説明
…………………………………………………………………………………………………………………………………
要点では、図や憲法の条文などの資料を効果的に用いることで日本の政治や経済のしくみを確実に理解できるようにし
ています。文章だけでは理解しにくい概念も、具体的な事例を挙げて説明することで理解しやすくなります。

●要点の漢字練習（筆順アニメ）
…………………………………………
中学入試では社会科の用語を漢字で書
くことを求められることが多くあります。
筆順アニメによって、学校では習わな
い漢字も日々の学習の中で正しく書ける
ようになります。

確認
問題

Ｚ会中学受験コース6年生の社会では

応用力を身につけ、入試突破に向けて実戦力を鍛えます。

ドリル

練習
問題

●思考力を要する問題
………………………………………………………………………………………………………………
入試では、政治や経済のしくみの説明が必要な文章記述問題が多く出題されます。練習問題では、要
点で学習した知識と資料から読み取った情報を結びつけて自分の言葉で説明する実戦的な問題を出
題します。文章記述問題の答えでは丸つけの仕方を掲載し、過不足のない答案作成力を身につけます。

●基礎知識の確認
…………………………………
入試で出題されるさまざまな形式の
問題に取り組むドリルで知識の定着
を図ります。


